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二
〇
二
三
年
六
月
二
十
一
日
、
横

浜
港
運
会
館
の
大
会
議
室
に
お
い
て

第
六
十
八
回
通
常
総
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

来
賓
と
し
て
関
東
運
輸
局
、
横
浜

市
の
方
々
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

議
事
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

議
案
と
し
て
審
議
さ
れ
た
二
〇
二

二
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
、
公
益

目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
書
、
二
〇

二
三
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
、
役

員
の
選
任
に
つ
い
て
の
四
点
に
つ
い

て
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
、
横
浜
港
で
物
流
を
守
り
働
き
続

け
る
方
々
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

各
種
事
業
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

主
な
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

食
堂
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利

用
者
の
皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
調
理
方
法
を
工
夫
す
る
と

と
も
に
、
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
に
努
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
利
用
者
が
安
心

し
て
食
事
で
き
る
よ
う
、
衛
生
面
に

注
力
し
ま
し
た
。

　

住
宅
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

牧
ポ
ー
ト
ハ
イ
ツ
の
小
世
帯
用
住
宅

の
洋
室
化
工
事
を
引
き
続
き
行
い
ま

し
た
。
そ
の
他
、
外
壁
塗
装
・
防
水

工
事
、
共
用
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
排
水

設
備
の
改
修
な
ど
、
建
物
の
保
全
や

設
備
の
改
善
に
努
め
ま
し
た
。

本
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
横
浜
港
で

働
く
方
々
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応

す
る
よ
う
従
来
に
増
し
て
励
み
、
よ

り
良
い
サ
―
ビ
ス
の
提
供
を
図
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
役
員
の
改
選
期

に
つ
き
役
員
の
選
任
を
行
い
、
三
十

七
年
間
会
長
を
務
め
ら
れ
た
藤
木
幸

夫
会
長
が
退
任
さ
れ
、
後
任
の
会
長

に
藤
木
幸
太
副
会
長
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
藤
木
前
会
長
は
相
談
役
、

飯
泉
牧
太
郎
前
副
会
長
と
長
谷
川
前

総
務
委
員
長
は
顧
問
に
就
任
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
各
団
体
か
ら
の
推
薦
に
基

　

今
回
は
、
こ
の
夏
に
波
止
場
食
堂

で
ご
提
供
す
る
、
冷
や
し
麺
の
メ

ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
麺
と
ご
飯
が
一
緒
に
な
っ

た
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
お
得
な
麺

セ
ッ
ト
（
八
五
〇
円
）
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。
内
容
は
月
替
わ
り
で
、

七
月
か
ら
九
月
ま
で
、
次
の
内
容
で

販
売
い
た
し
ま
す
。

　

七
月　

塩
冷
や
し
ラ
ー
メ
ン
・
梅

シ
ラ
ス
ご
飯
セ
ッ
ト

　

八
月　

冷
や
し
中
華
・
ミ
ニ

チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
丼
セ
ッ
ト

　

九
月　

冷
や
し
ネ
ギ
チ
ャ
ー

シ
ュ
ー
メ
ン
・
ミ
ニ
チ
ャ
ー
ハ
ン

セ
ッ
ト

　

七
月
の
「
塩
冷
や
し
ラ
ー
メ
ン
・

梅
シ
ラ
ス
ご
飯
」
は
、
お
勧
め
の
新

メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
赤
い
ト
マ
ト
、
緑

の
水
菜
、
黄
色
い
柚
子
、
紫
の
茄
子

と
彩
り
も
良
く
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た

塩
味
の
ス
ー
プ
と
あ
い
ま
っ
て
涼
し

さ
が
演
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
は
鶏
肉
を
低
温
調
理

に
よ
っ
て
柔
ら
か
く
仕
上
げ
て
お
り

ま
す
。梅
シ
ラ
ス
も
食
欲
を
そ
そ
り
、

じ
め
じ
め
と
し
た
季
節
で
も
食
べ
や

す
い
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

暑
さ
が
一
段
と
厳
し
く
な
る
八
月

に
は
、「
冷
や
し
中
華
・
ミ
ニ
チ
ャ
ー

シ
ュ
ー
丼
セ
ッ
ト
」
を
販
売
い
た
し

ま
す
。
定
番
の
冷
し
中
華
は
、
さ
っ

ぱ
り
と
酸
味
の
効
い
た
味
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
夏
バ
テ
予
防
と
体

力
回
復
に
是
非
お
召
し
上
が
り
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
九
月
は
ネ
ギ
の
食
感
と
甘

辛
い
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
が
魅
力
の
「
冷

や
し
ネ
ギ
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
メ
ン
・
ミ

ニ
チ
ャ
ー
ハ
ン
セ
ッ
ト
」
を
販
売
い

た
し
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
お
楽
し

み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
他
に

も
、
夏
季
限
定
で
、
特
製
冷
し
そ
ば
・

う
ど
ん
（
五
五
〇
円
）
等
の
冷
た
い

メ
ニ
ュ
ー
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

波
止
場
食
堂
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

横
浜
港
で
働
く
皆
様
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
旬
の
食
材
を
取
り
入

れ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
、
是
非
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

第
六
十
八
回
通
常
総
会

開 

催

波
止
場
食
堂

波
止
場
食
堂

夏夏
のの
冷
や
し
麺

冷
や
し
麺

メ
ニ
ュ
ー

メ
ニ
ュ
ー
のの
ご
案
内

ご
案
内

2023年度予算のあらまし� （単位：万円）
科目 予算額

事
業
活
動
収
支
の
部

事業活動収入
会費収入 1,312
港湾福利分担金収入 24,000
施設整備助成金収入 7,960
事業収入 139,459
雑収入 5,632

事業活動収入計 178,363
事業活動支出
事業費支出 159,080
管理費支出 6,293

　　事業活動支出計 165,373
　　事業活動収支差額 12,990

投
資
活
動
収
支
の
部

固
定
資
産
関
係

投資活動収入
投資活動収入計

投資活動支出
固定資産取得支出 12,560

　　投資活動支出計 12,560
　　投資活動収支差額 △ 12,560

固定資産関係差引後収支差額 430

特
定
預
金
関
係

投資活動収支の部
投資活動収入
特定預金取崩収入
コンビニ保証金取崩収入

　　投資活動収入計 0
投資活動支出
受入保証金支出
住宅整備等特定預金支出 120

　　投資活動支出計 120
　　投資活動収支差額 △ 120

特定預金関係差引後収支差額 310
予備費 300
当期収支差額 10
前期繰越収支差額 42,916
次期繰越収支差額 42,926

2022年度決算のあらまし� （単位：万円）
科目 決算額

事
業
活
動
収
支
の
部

事業活動収入
会費収入 1,312
港湾福利分担金収入 23,440
施設整備助成金収入 12,094
事業収入 138,739
雑収入 5,879
補償金収入 0

事業活動収入計 181,464
事業活動支出
事業費支出 160,701
管理費支出 5,759

　　事業活動支出計 166,460
　　事業活動収支差額 15,004

投
資
活
動
収
支
の
部

固
定
資
産
関
係

投資活動収入
投資活動収入計

投資活動支出
固定資産取得支出 8,542

　　投資活動支出計 8,542
　　投資活動収支差額 △ 8,542

固定資産関係差引後収支差額 6,462

特
定
預
金
関
係

投資活動収支の部
投資活動収入
特定預金取崩収入
コンビニ保証金取崩収入

　　投資活動収入計 0
投資活動支出
受入保証金支出
住宅整備等特定預金支出 299

　　投資活動支出計 299
　　投資活動収支差額 △ 299

特定預金関係差引後収支差額 6,163
予備費 0
当期収支差額 6,163
前期繰越収支差額 36,753
次期繰越収支差額 42,916

役員名簿
役 職 氏　　名

会 長 藤木　幸太

副 会 長
藤木　幸三 飯泉　勝也

田留　　晏

専 務 理 事 鈴木　猛史

常 務 理 事 岩崎　広幸

常 任 理 事
（以下50音順）

石井　卓也 石黒　明博

今井　誠之 串田　素宏

黒澤　芳徳 笹田　照近

鈴木　誠一 徳里　則之

徳橋　三郎 中井　英樹

中野　裕也 原田　龍次郎

藤木　幸吉 峯　　茂樹

山下　　晃

理 事

石川　敬一郎 酒井　裕介

坂田　　薫 佐藤　　彰

下西　正時 菅谷　良一

中山　博達 堀内　秀紀

森　　健二 渡邉　　正

渡邉　直人

監 事
井上　　敦 鹿志村　兼貴

田端　　肇

（敬称略）

塩冷やしラーメン・梅シラスご飯セット

総会の様子

特製冷やしそば

六
月
二
十
一
日

づ
い
て
、
新
た
に
４
名
の
役
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
常
任
理
事
〉	

徳
橋　

三
郎

	

山
下
　

晃

〈
理　
　

事
〉	

石
川　

敬
一
郎

〈
監　
　

事
〉	

鹿
志
村　

兼
貴
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今
回
は「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
」

に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま

す
。「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
」
と 

は
、
寝
て
い
る
間
に
呼
吸
が
止
ま
る

「
無
呼
吸
」
や
、
呼
吸
が
弱
く
な
る 

「
低
呼
吸
」
を
繰
り
返
す
病
気
で
す
。

英
語
表
記
の
「Sleep Apnea Syn 

drom
e

」
の
頭
文
字
を
と
っ
て

「
Ｓサ

ス
Ａ
Ｓ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
は
じ
め
頃
か
ら
、

Ｓ
Ａ
Ｓ
に
関
連
し
た
様
々
な
乗
り
物

の
運
転
中
の
事
故
が
報
告
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
こ
の
病
気
が
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
Ｓ

Ａ
Ｓ
患
者
に
お
い
て
最
重
要
因
子
は

方
、
周
囲
か
ら
い
び
き
や
無
呼
吸
を

指
摘
さ
れ
て
い
る
方
は
、
自
身
の
健

康
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
重
大
な
事

故
防
止
の
た
め
に
も
医
療
機
関
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。
当
診
療
所
で
も
Ｓ

Ａ
Ｓ
の
検
査
や
治
療
を
行
う
こ
と
が

可
能
で
す
の
で
、
疑
い
の
あ
る
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
肥
満
」
で
す
が
、
そ
の
他
、
扁
桃

腺
肥
大
や
喉
の
奥
の
形
状
、
飲
酒
や

睡
眠
導
入
剤
の
服
用
も
影
響
し
ま

す
。
特
に
日
本
人
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
患
者
の

四
割
程
度
は
肥
満
で
は
な
い
と
す
る

報
告
も
あ
り
、
肥
満
で
は
な
い
か
ら

と
い
っ
て
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

Ｓ
Ａ
Ｓ
は
睡
眠
の
質
を
下
げ
、
日

中
の
眠
気
、
疲
労
感
、
集
中
力
の
低

下
、
頭
痛
、
夜
間
頻
尿
、
中
途
覚
醒

な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。
酸
素
不
足

の
時
間
が
毎
日
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と

か
ら
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
心
臓
病
、

脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
リ
ス

ク
が
高
く
な
り
ま
す
。
仕
事
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
低
下
だ
け
で
は
な

く
、
自
動
車
事
故
の
リ
ス
ク
も
数
倍

高
く
な
る
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、

様
々
な
業
種
に
お
い
て
労
働
災
害
の

リ
ス
ク
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

治
療
法
と
し
て
は
、
減
量
、
禁
煙
、

節
酒
、
規
則
正
し
い
睡
眠
な
ど
の
生

活
習
慣
改
善
、マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
作
成
、

の
ど
（
咽
頭
）
や
鼻
の
手
術
が
行
わ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
効
果
は
限

定
的
で
す
。
多
く
の
ケ
ー
ス
で
第
一

選
択
と
な
っ
て
い
る「
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ（
持

続
陽
圧
呼
吸
療
法
）」
が
治
療
の
中

心
と
な
り
ま
す
。
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
療
法
を

実
施
す
る
と
、
致
命
的
な
心
血
管
イ

ベ
ン
ト
が
減
り
、
死
亡
率
が
健
康
な

方
と
変
わ
ら
な
い
程
度
ま
で
改
善
す

る
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。
労
働
災

害
や
交
通
事
故
の
予
防
に
も
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
我
が
国

で
は
、
積
極
的
な
治
療
が
望
ま
し
い

中
等
症
以
上
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
該
当
す
る

方
は
一
千
万
人
程
度
い
る
と
す
る
試

算
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
Ｃ
Ｐ
Ａ

Ｐ
が
導
入
さ
れ
て
い
る
の
は
五
〇
万

人
程
度
で
あ
り
、
多
く
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
の

方
が
有
効
な
治
療
を
受
け
て
い
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

上
記
の
よ
う
な
自
覚
症
状
が
あ
る

第77回

本牧港湾診療所
内藤 広太郎先生

睡眠時無呼吸 
症候群について

　

二
〇
二
三
年
六
月
二
日（
金
）に
横

浜
港
運
協
会
と
当
協
会
の
共
催
で
象

の
鼻
パ
ー
ク
内
に
あ
る
横
浜
港
港
湾

労
働
者
供
養
塔
前
を
会
場
と
し
「
横

浜
港
港
湾
労
働
者
供
養
祭
」
を
四
年

ぶ
り
に
従
来
ど
お
り
の
規
模
で
執
り

行
う
予
定
で
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、

荒
天
予
報
の
た
め
、
安
全
を
最
優
先

し
て
急
遽
中
止
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
供
養
塔
は
、
ミ
ナ
ト
で
の
仕

事
に
生
涯
を
捧
げ
、
横
浜
港
発
展
の

た
め
尽
く
さ
れ
た
方
々
の
御
霊
を
慰

め
る
た
め
、
一
九
七
四
年
に
神
奈
川

県
・
横
浜
市
・
港
湾
業
界
・
当
協
会

に
よ
っ
て
山
下
ふ
頭
に
建
立
し
ま
し

た
。
二
〇
〇
九
年
の
横
浜
開
港
百
五

十
周
年
を
記
念
し
て
、
横
浜
港
発
祥

横
浜
港
港
湾
労
働
者
供
養
祭

荒
天
の
た
め
中
止
中
止

　

近
年
、
大
変
ご
好
評
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
本
牧
ポ
ー
ト
ハ
イ
ツ
小
世

帯
用
住
宅
の
洋
室
化
に
つ
い
て
、
今

年
度
も
引
き
続
き
十
六
号
棟
で
十
四

室
の
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
受
付
開
始
後
す
ぐ
に
申

込
み
を
多
数
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
抽

選
で
契
約
企
業
を
決
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
ほ
ど
の
人
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

改
修
後
の
部
屋
は
と
て
も
開
放
的

で
広
々
と
し
た
洋
室
に
加
え
て
ユ

ニ
ッ
ト
バ
ス
や
ト
イ
レ
も
更
新
さ
れ

室
内
に
洗
濯
機
を
設
置
で
き
ま
す
。

　

入
居
の
開
始
に
つ
き
ま
し
て
は
十

月
頃
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
公
開
を
い
た
し
ま
す
の
で
、

是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

の
地
で
あ
る
象
の
鼻
パ
ー
ク
へ
移
設

し
ま
し
た
。

　

象
の
鼻
パ
ー
ク
に
移
設
後
は
、
毎

年
六
月
に
供
養
祭
を
執
り
行
い
、
港

湾
関
係
者
を
中
心
に
参
列
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
や
む
を
得
ず
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
来
年
度
以
降
は
従
来
ど

お
り
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ご

参
列
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

当
協
会
会
員
企
業
従
業
員
の
皆
様

を
対
象
と
し
た
契
約
保
養
施
設
利
用

申
込
に
つ
い
て
、
シ
ー
パ
レ
ス
リ

ゾ
ー
ト
以
外
の
施
設
利
用
申
込
み
に

つ
い
て
は
、
電
子
メ
ー
ル
で
の
受
付

も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
電
子
メ
ー
ル
受
付
手
順
】

①
施
設
ご
予
約
後
、
必
要
事
項
を
記

入
及
び
会
員
企
業
印
を
押
印
し
た
利

用
申
込
書
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
に
て
、
当

協
会
保
養
所
受
付
専
用
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
メ
ー
ル
受
信
後
、
補
助
金
額
及
び

協
会
印
を
押
印
し
た
利
用
申
込
書
を

Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
に
て
返
信
い
た
し
ま
す
。

③
返
信
さ
れ
た
利
用
申
込
書
を
カ

ラ
ー
印
刷
し
、
施
設
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

時
に
フ
ロ
ン
ト
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

原
則
、
翌
営
業
日
に
メ
ー
ル
返
信

い
た
し
ま
す
が
、
宿
泊
日
に
間
に
合

う
よ
う
余
裕
を
も
っ
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
確
認
の
た
め
当
協
会
か
ら

ご
連
絡
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
メ
ー
ル
に
ご
連
絡
先
の
記
載
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
保
養
所
受
付
専
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
】

hoyoujyo@
y-port-kousei.or.jp

広
々
と
し
た
洋
室

（
昨
年
度
の
完
成
写
真
）

キ
ッ
チ
ン

（
昨
年
度
の
完
成
写
真
）

今
年
も
洋
室
化
を

�

行
い
ま
す

本
牧
ポ
ー
ト
ハ
イ
ツ

主な洋室の設備

●フローリング調シート床

●キッチンリニューアル

●浴室のユニットバス化

●洗濯パンの室内設置

●トイレ更新

本牧ポートハイツ
16号棟
洋室間取り

電
子
メ
ー
ル

電
子
メ
ー
ル

受
付
の
ご
案
内

受
付
の
ご
案
内

契
約
保
養
施
設
利
用
申
込
書


